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２
月
９
日
（
金
）、
市
立
酒
田
病
院
と

県
立
日
本
海
病
院
の
統
合
再
編
協
議
会

の
第
２
回
運
営
委
員
会
が
県
庁
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
１１
月
の
協
議
会
立

ち
上
げ
後
、
庄
内
地
域
医
療
懇
話
会
や

両
病
院
・
県
・
市
の
職
員
か
ら
な
る
３

つ
の
専
門
部
会
等
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
検

討
や
協
議
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
整

備
基
本
構
想
案
」
に
関
す
る
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
運
営
委
員
会
で
は
、

９
人
の
委
員
か
ら
、「
統
合
病
院
の
病
床

数
に
つ
い
て
は
市
民
や
地
域
住
民
の
不

安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
十
分
な
説
明

が
必
要
」
「
団
塊
の
世
代
の
退
職
時
期

を
迎
え
て
病
床
が
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
「
統
合
後
の

病
院
へ
の
円
滑
な
移
行
が
行
わ
れ
、
患

者
さ
ん
が
平
成
２２
年
度
ま
で
の
移
行
期

に
お
い
て
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
運

営
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
て
基
本
構
想
案
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
。 

　
こ
の
基
本
構
想
案
に
は
、
統
合
再
編

後
の
病
院
の
病
床
数
、
診
療
科
、
病
院

の
機
能
、
設
置
主
体
、
経
営
形
態
、
新

経
営
体
の
設
立
時
期
や
施
設
整
備
の
時

期
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
整
備
基
本

計
画
に
向
け
た
課
題
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
経
営
形
態
に
つ

い
て
は
専
門
的
な
立
場
か
ら
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
５
人
の
有
識
者
か
ら
な

る
委
員
会
を
設
置
し
、
統
合
再
編
後
の

病
院
の
望
ま
し
い
経
営
形
態
を
検
討
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

      

◆
理
念 

「
安
心
、
信
頼
、
高
度
」
の
医
療
提
供 

「
保
健
、
医
療
、
福
祉
」
の
地
域
連
携 

◆
基
本
方
向 

①
将
来
の
医
療
需
要
を
視
野
に
入
れ
た

病
床
規
模 

②
三
次
救
急
医
療
な
ど
、
地
域
に
不
足

す
る
医
療
機
能
の
提
供 

③
質
の
高
い
医
療
の
安
定
的
供
給
の
た

め
の
診
療
機
能
の
再
編 

④
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化 

⑤
健
康
増
進
活
動
や
在
宅
医
療
を
支
援

す
る
機
能
の
整
備 

⑥
持
続
可
能
な
経
営
形
態 

   
　
統
合
病
院
の
機
能
は
、
現
在
の
県
立

日
本
海
病
院
の
場
所
に
、
６
３
０
床
程

度
の
病
床
を
置
き
、
高
度
・
急
性
期
・

災
害
・
感
染
症
の
医
療
を
担
い
、
新
た
に

新
型
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
と

と
も
に
、
が
ん
化
学
療
法
や
治
療
方
針

に
つ
い
て
患
者
が
主
治
医
以
外
の
医
師

に
意
見
を
求
め
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
外
来
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。 

　
現
在
の
市
立
酒
田
病
院
の
東
棟
で
は
、

１
１
０
床
程
度
の
急
性
期
医
療
を
受
け

た
後
の
回
復
期
（
亜
急
性
期
）
医
療
を

担
当
し
、
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
機
能
の
充
実
、
地
域
の
医
療
機
関
、

福
祉
施
設
と
連
携
し
た
医
療
、
さ
ら
に

在
宅
医
療
・
福
祉
へ
の
橋
渡
し
と
し
て

の
連
携
機
能
を
持
た
せ
て
い
き
ま
す
。 

　
が
ん
患
者
に
対
す
る
緩
和
ケ
ア
病
床
、

慢
性
期
人
工
透
析
、
人
間
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
ど
ち
ら
の
施
設
に
設
置
す
る
か
、

さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

  

　
新
し
い
統
合
病
院
の
経
営
は
、
県
と

市
が
共
同
で
新
た
な
団
体
を
設
立
し
て

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
経

営
形
態
は
、「
地
方
独
立
行
政
法
人
」
ま

た
は
「
一
部
事
務
組
合
」
の
ど
ち
ら
か

を
選
択
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
制

度
上
の
長
所
・
短
所
、
新
形
態
に
移
行

▲統合再編協議会第2回運営委員会の様子 
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す
る
際
の
課
題
等
を
整
理
し
な
が
ら
、

専
門
的
な
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
決

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

平
成
１９
年
３
月
／
整
備
基
本
構
想
の
策
定 

平
成
１９
年
度
／
整
備
基
本
計
画
の
策
定 

平
成
２０
年
度
／
新
経
営
体
の
設
立 

平
成
２０
年
〜
２２
年
度
／
施
設
整
備
（
建

設
工
事
な
ど
） 

  

　
こ
の
整
備
基
本
構
想
を
受
け
て
、
平

成
１９
年
度
に
具
体
的
な
内
容
、
計
画
等

を
策
定
す
る
「
整
備
基
本
計
画
」
に
は
、

次
の
７
つ
の
課
題
に
つ
い
て
今
後
検
討

を
加
え
盛
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

①
医
師
の
確
保 

②
病
診
・
病
病
連
携
、
保
健
・
福
祉
と

の
連
携 

③
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
確
保 

④
病
棟
お
よ
び
外
来
診
察
室
の
再
編 

⑤
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
本
来
機
能
の

確
保 

⑥
両
病
院
の
一
体
的
・
効
率
的
運
用 

⑦
統
合
病
院
へ
の
円
滑
な
移
行 

　
今
後
は
市
議
会
、
県
議
会
で
の
議
論

や
地
域
説
明
会
、
出
前
講
座
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
庄
内
地
域
医
療

懇
話
会
の
委
員
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
今
年
度
末
ま
で
に
県
知
事
、

市
長
に
よ
る
協
議
会
を
開
催
し
、
基
本

構
想
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

　
２
月
１９
日
（
月
）、
山
形
大
学
・
東
北

大
学
医
学
部
、
県
医
師
会
・
地
区
医
師
会
、

関
係
病
院
等
の
医
療
関
係
者
か
ら
な
る

第
２
回
庄
内
地
域
医
療
懇
話
会
が
県
知
事
、

市
長
が
出
席
し
て
、
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

整
備
基
本
構
想
案
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
、
整
備
基
本
構
想
案
に
つ

い
て
「
こ
の
整
備
基
本
構
想
を
生
か
す

す
に
は
民
間
病
院
や
診
療
所
な
ど
と
の

連
携
を
強
め
る
べ
き
」
「
施
設
整
備
が

完
成
す
る
ま
で
の
間
の
移
行
期
に
つ
い
て
、

早
期
に
計
画
を
示
す
べ
き
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
病
院
統
合
再
編
協
議
会
事
務
局
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
山
形

県
・
酒
田
市
病
院
統
合
再
編
協
議
会
」

か
ら
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
ア

ド
レ
ス
は
、
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。 

◆
統
合
再
編
の
出
前
講
座
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地

域
づ
く
り
係 

�
２
６
‐５
７
２
５
、
�
２

６
‐３
６
８
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
／m

a
ch
i 

@
city.sa

ka
ta
.lg
.jp

へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

・酒田病院東棟改修 
 （110床程度） 
・施設整備後に酒田病院  
西棟を廃止 

・日本海病院敷地内 
 増設120床程度 

平成22年入院 
患者数予測 
1日約700人 

平成17年入院 
患者数 

1日約770人 

病床数／400床 
診療科／15科 
主な機能／ 
高度医療、救急告示 
病院、人間ドック、 
臨床研修病院 

病床数／528床 
診療科／25科 
主な機能／ 
2.5次救急医療、高度医療、地域がん診療連携 
拠点病院、救急告示病院、臨床研修病院、災害 
拠点病院、感染症医療、人間ドック、人工透析 
 

病床数／758床程度 
診療科／21科程度（一部の診療科を統合） 
主な機能／3次救急医療（新型救命救急センター）、 
高度医療、地域がん診療連携拠点病院、 
救急告示病院、臨床研修病院、災害拠点病院、 
感染症医療、人間ドック、人工透析 

新型救命救急センター  18床 

急性期病床　630床程度 

亜急性期病床  110床程度 

＜参考：病床数の算定にあたっての考え方＞ 
◆平成22年の統合病院の1日あたり入院患者数については、平成17年度における県立日本海病院と市
　立酒田病院を合わせた数、約770人をもとに、人口減に伴う患者数の減（1．7㌫減）、高齢化等に伴う患
　者数の増（2．8㌫増）、技術の進展等による平均在院日数の短縮に伴う患者数の減（10㌫減）の3つの
　要素を勘案し、患者数の減少率を約8．9㌫、1日あたり入院患者数を約700人と見込みました。 
 　770人×（100．0－8．9）／100．0  ＝  700人 
◆次に、病床利用率を約93㌫と見込み、必要な病床数を758床としました。 
 　700人÷約93㌫  ＝ 758床 




